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「なんずかんずつながる会」って聞いたこと
ありますか？住み慣れたわが家・地域で、みん
なが5年先も10年先も安心して暮らし続ける
事ができる高野にするために、毎月1回集まっ
て、高野の良いところを活かしながら、困りご
とや地域の課題の解決策を考える会です。平
成29年度、ちょっと困ったことを応援してく
れるチカラ（社会資源）を冊子にまとめ便利帳
として各戸配布しました。平成30年度はその
見直しと、更に新たなチカラを追加して配布
準備に取り組んでいます。また、平成30年度は
災害が多かった為、「身を守り、地域を守る」と
いう視点で防災啓発のチラシづくりにも取り
組んでいます。大雪や大雨等の災害時の支援
や備えは、つまりは普段からの地域との関わ
り（普段の暮らしの安心）に通じている大切な
備えです。なんずかんずつながる会はざっく
ばらんに話せる場として、皆さんからの情報
をお待ちしています。

高野方面隊は、現在154名の隊員で構成
されています。昨年7月、まれに見る豪雨に
高野地域はじめて60数名の避難者があり
ました。大きな被害があった坂町への復旧
支援にも初めて関わりました。今後も予想
される災害に、指定避難場所への避難等に
ついてしっかり確認をしましょう。また、火
災や災害時の出動の他、平成21年から30年
まで5名の捜索、延べ440名の団員が活動し
ました。何が起こるか分からない昨今、いざ
という時に備えて、1年を通して様々な訓練
等行っています。高野地域を守るために、消
防団としてしっかり役割を果たし、地域に
貢献していきたいと思います。

　ひとつの出来事を
きっかけに、臓器提供と
いう重い問題について、命のこと、家族
のこと、将来のことを深く考え、誰かの
役に立つ人になりたいとの想いを伝え
てくれました。

祖母から聞いた被爆

体験から命の大切さや

平和について真剣に考え、何が大切か、何

をするべきか、将来への思いを伝えてく

れました。

高野地域の支えあいづくりのつどい高野地域の支えあいづくりのつどい
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③小学５・６年生の発表
「比和のすてきを伝えよう」

地域で教わったことを比和の四季と題
し、自分達で作ったシナリオで劇を披露
してくれました。

④中学3年生の発表

「私たちの“ふるさと比和”を
　 魅力あふれる町にするために」

加藤 瑞喜さん、立花 愛音さ
んが、現状から課題を分析し､比
和の魅力を再発見してくれま
した。

⑤まとめ

子ども達が紹介したことは住民や地
域 の 利 益 と な り 得 る こ と で 、そ れ
は、「生態系サービス」と言います。住み
慣れた地域で、安全・安心に暮らすため
には生態系サービスの良い影響、悪い
影響双方を知ることが必要となりま
す。比和では、既に子どもと大人が共有
しており、今後マップ・冊子・データ
ベースを作ることになりました。

広島大学大学院工学部教授　田中　貴宏 さん

これまでの活
動を子ども達と
一緒に振り返り、
今後の地域づく
りの方向性を共
有する場として開催されました。

①趣旨説明 ②地産地消、
　　そばクレープと
　　酒米で作った
　　甘酒の試食会

「子ども達の意見を取り入れた
　 地域づくりに向けて」
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